
 
 

 

令和３（2021）年度 第３回横浜地域地域医療構想調整会議 議事次第 

日時：令和４（2022）年２月７日（月） 

19 時 00分～20時 30分 

方法：オンライン及び対面形式の併用 

   （ハイブリッド形式） 

事務局会場：横浜市医師会会議室 

 

１ 開会 

 

２ 協議 

 (1) 令和３年度病床整備事前協議について【資料１－１～３】［非公開］ 

 (2) 令和４年度病床整備事前協議の実施に向けた検討について【資料２】       ・・・P1 

(3) 病床機能の転換について【資料３】                      ・・・P3 

 

３ 報告 

 地域医療構想をめぐる国の検討状況等について【資料４】             ・・・P4 

 

４ その他 

  次年度の課題等について（自由討議） 

 

５ 閉会 

 

【参考資料】 

参考資料１ 地域医療関係データ集                          ・・・別冊 

参考資料２ 令和３年度第２回地域医療構想調整会議結果概要について         ・・・P38 

参考資料３ 横浜市病院協会 令和３年度第２回地域医療検討会開催結果概要      ・・・P39 
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日時：令和４年２月７日（月）19：00～20：30

方法：オンライン及び対面形式の併用（ハイブリッド形式）
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横浜市病院協会 令和３年度第２回地域医療検討会開催結果概要 

 

１ 開催概要 

国は、すべての医療機関が地域医療構想調整会議に参加することが難しい場合には、構想区域の

実情に合わせて医療機関同士の意見交換等の場を組み合わせながら実施するなどして、より多くの

医療機関の主体的な参画が得られるよう進めていくこととしています。 

神奈川県は神奈川県病院協会に委託して各地域において検討会を立ち上げることとし、横浜市病

院協会は今後の医療需要の増加を踏まえ、地域で必要となる医療機能等について、幹事病院を定め

てエリアごとに地域医療検討会を平成30年度から開催しています。 

本年度も引き続き開催し、各医療機関で話し合いを行いました。 

 

２ 議題等 

（１）情報共有・意見交換 

①令和3年度病床整備事前協議にかかる地域での協議 

②今後の病床整備について 

③その他 

 

３ 会議の状況 

北

部 
開催日時 

3 年 11 月 1 日

（金）15：00～ 

◆増床計画が共有され、了承された。 

 ◇１病院：回復期2床(118床→120床) 

◆転換(一般病床の増床)の計画(検討中)が共有された。 

 ◇１病院：精神病床→回復期 

■今後の病床整備については、特に意見がなく、各病院で次回

検討会に向けて検討することとなった。 

○新型コロナ対応も含めて各病院の状況について共有された。 

 ・コロナ患者の減少、患者数が回復しつつあるとした病院 

があった。 

 ・病床配分を受けた病院からの進捗状況：鴨居病院、元気会

横浜病院 

 ・１病院：建替を計画中、病床については計画の中で検討 

参加病院数 16病院 

中

心

部 

開催日時 
3 年 11 月 9 日

（火）15：45～ 

◆増床・転換を計画している病院はなかった。 

■今後の病床整備については、引き続き検討していくこととな

った。 

 ・看護補助者・看護師の需給見通しの有無の確認、また、特

に看護補助者の確保が難しいので、例えば介助のロボット

整備に対する補助など看護補助者への行政の支援の要望が

あった。 

○新型コロナ対応も含めて各病院の状況について共有された。 

 ・コロナ患者減少、ベッドの対応検討中、患者数が回復しつ

つあるとした病院など 

 ・病床配分を受けた病院からの進捗状況：新横浜リハビリテ

ーション病院、清水ヶ丘病院、東神奈川リハビリテーショ

ン病院 

・１病院：建替計画を進めており、その際減床する予定 

117床→95床(2023年) 

参加病院数 23病院 

参考資料３ 
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北

東

部 

開催日時 
3 年 11 月 11 日

（木）15：00～ 

◆増床計画が共有され、了承された。 

 ◇１病院：療養病床68床～74床 

  （療養42床→110～116床、他に精神176床） 

 ・他院からの受入意向の確認があった 

 ・精神科救急への対応など地域貢献について要望があった 

 ・感染症への対応に関する確認があった 

 ・病床配置(災害時への対応)に関する確認があった 

 ・「意見交換会」の報告があった。 

◆転換計画はなかった。 

■病床整備については、引き続き検討していくこととなった。 

 ・多くの病床整備が必要なのか検討する必要がある。 

 ・コロナの影響を検証する必要がある 

 ・急性期は不足していない。慢性期は足りないと感じている 

 ・病床を県域で考えるとしても、県西部は実際には難しい。 

○新型コロナ対応も含めて各病院の状況について共有された。 

 ・病床配分を受けた病院からの進捗状況：元気会横浜病院・

鴨居病院、東神奈川リハビリテーション病院 

 ・１病院：地域包括ケアを増やす意向 

参加病院数 20病院 

西

部 
開催日時 

3年11月16日 

（火）15：00～ 

◆増床計画が共有され、了承された。なお、「意見交換会」の開

催は求めない。 

 ◇１病院：療養病床16床(160床→176床) 

◆病院名変更・病床改変計画が共有された。 

 ◇１病院：名称変更 

      病床改変について検討中。計画が決まった際に 

      改めて説明。 

■病床整備については、引き続き検討していくこととなった。 

 ・療養病床には地域差がある。行政は、こうしたデータも示

し、今後の整備方針を示して欲しいという要望があった。 

 ・回復期・慢性期だけでなく、周産期の整備についても考え方

を示すべきとの意見があった。 

○新型コロナ対応も含めて各病院の状況について共有された。 

 ・病床配分を受けた病院からの進捗状況：元気会横浜病院、

東戸塚記念病院、相原病院、赤枝病院、ふれあい東戸塚病

院、横浜旭中央総合病院 

 ・コロナ対応により、図らずも2次・3次病院の連携が図ら

れた。これを今後にも活かしていきたい。 

 ・連携が図られたのは、保健所機能が失われ、介在しなくな

ったためである。 

参加病院数 22病院 

南

西

部 

開催日時 
3 年 11 月 18 日

（木）16：30～ 

◆増床計画が共有され、了承された。なお、「意見交換会」の開

催は求めない。 

 ◇１病院：療養病床16床(160床→176床) 

  ・療養病床は必要であり、規模も小さいので良い。 

  ・透析患者への対応の確認があった。 

◆病院名変更・病床改変計画が共有された。 

参加病院数 18病院 
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 ◇１病院：名称変更 

      病床改変について検討中。計画が決まった際に 

      改めて説明。 

■病床整備については、引き続き検討していくこととなった。 

・コロナ前の数値で算定すること、配分済みの未稼働病床が

647床ある中で増床が必要なのかという議論がある。 

 ・全国では病床数を減らす方向の中で、横浜だけが増やそう

とする。ルールなので仕方がないが、国の算定式を適用す

るのは無理がある。 

〇過年度に病床配分を受けた病院の状況が共有された。 

 ・国立横浜医療センター：感染症対応病床(10床)の整備計画

は断念し、返還 

 ・戸塚共立第1病院：整備時期の変更 

南

部 

 

開催日時 
3 年 11 月 19 日

（金）15：00～ 

◆増床・転換を計画している病院はなかった。 

■病床整備については、引き続き検討していくこととなった。 

 ・在宅医療の需要は増え続け、重要になる。訪問診療クリニ

ックからの紹介も多い。独居や経済的な問題から、在宅で

診きれない患者もいる。 

 ・在宅診療の強化が必要と考えるが、スタッフの確保が課題

である。 

 ・24時間・365日対応するのが難しい。在宅診療を実施して

いる病院が集まって、負担を軽減するような仕組みがある

と良い。 

 ・施設のCPA患者の対応を協議して、効果が出ている。仕組

みができれば有効だと思う。 

 ・行政主導で仕組みができると良い。在宅が充実すれば、回

復期・慢性期も回転が良くなる。 

〇看護師確保について意見交換があった。 

 ・多くの病院で、人材紹介会社を利用していることが確認さ

れた。 

・薬剤師等他の職種による看護師の負担軽減を図っている。 

 ・離職率が高い。看護師は患者に寄り添う看護を望んでいる

が、タスクシフトが難しい。 

 ・介護に対する国の支援の影響から、介護職が施設等に流れ

ており、看護補助業務を担う人材確保が難しい。 

 ・給与への支援は難しいと思うが、行政の何らかの支援をお

願いしたい。 

参加病院数 16病院 

東

部 
開催日時 

3 年 12 月 1 日

（水）18：00～ 

◆増床を計画している病院はなかった。 

・前回、新病院整備計画を表明した病院から、計画の変更の報

告があった（他のエリアでの整備） 

・事前協議の状況について、5病院・214床の応募があったこと

が報告された。 

■病床整備については、引き続き検討していくこととなった。 

・検討会では、本来、連携を深める議論をすべき。 

参加病院数 19病院 
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・今後稼働する病床が647床あるが、これは現在の診療実感に

反映されていないものである。 

・コロナの影響で患者の意識が変わってきている。コロナ以前

に戻らないのではないか。 

・こうした中で、今後の稼働病床が647床あることも考えてい

く必要がある。 

・人的資源が不足している。急性期だけではなく、慢性期では

介護職に相当する看護補助者の確保が難しい状況である。 

・看護補助者確保への行政の支援策を要望する。（他県の例とし

て、一定期間、県からの派遣により支援する制度がある。県

としても課題と認識しており、検討していく。） 

・これまで（施設整備など）ハードに対応してきた。魅力ある

職場を作っていく必要がある。 

・人材と機能分担・連携が重要である。コロナを機会に連携を

進めていきたい。 

・病床整備に偏重しない議論を進めていきたい。（このエリアで

の）救急ルールの強化やサルビアネットの取組を拡大してい

きたい。 

〇（コロナ専門病院）横浜はじめ病院の稼働について報告があ

った。 

 

５ まとめ 

〇地域医療検討会において示された増床計画(2022年度配分希望)は以下のとおりでした。 

 ・１病院：68～74床（療養病床） 

 ・１病院：2床（回復期） 

 ・１病院：16床（療養病床） 

 ・１病院：検討中（精神病床→回復期） 

 

〇病床整備について 

 ・基準病床数制度と算定式にかかる課題が共有され、今後の病床整備水準ついては引き続き検

討していくこととなった。 

 

 令和4年2月7日 横浜市病院協会 
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